
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）DSL.ジャパン㈱ 赤穂工場

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

赤穂工場は全ての事業活動を通じて、生活環境を含む地球環境の汚染防止を積極

的に推進する

１．環境管理体制の整備

環境保全活動を推進させるために、環境管理組織を整備し責任と権限を明確にする。

２．継続的改善

研究開発・生産・物流・間接業務など、事業活動による環境影響を的確に把握し、環境目
的・目標・プログラムを設定し、環境保全活動のシステムとパフォーマンスの継続的な改
善に努める。

３．法・規制の遵守

環境関係の法律、地方自治体、自社で定めた基準などの環境規制を遵守する。

また、業界及び社会が要求する環境対応を推進し、環境汚染の予防に努める。

４．従業員教育及び社会貢献

環境教育、啓発活動を行い、全従業員の環境方針の理解と環境意識の向上を図る。また、

事業活動を通じ関係諸官庁・地域住民とのコミュニケーションを図り、求めに応じて必要

な情報の開示をする。

５．内部環境マネジメントシステム監査

定期的に内部環境マネジメントシステム監査を実施し、環境目的・目標・プロ

グラムの適切な進捗管理及び環境管理システムの維持向上に努める。



１－２ 環境保全活動に関する組織体制



２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

環境委員会

（４回／年）  

環境教育、啓発活動を行い、全従業員の環境意

識と環境保全活動推進の意識向上。

環境関係の法律、条例、自社で定めた基準、業

界及び社会が要求する環境規制の遵守。

継続

廃棄物の削減

対前年 30％削減
（332㌧→232㌧）

２００８年度

３３２㌧ → ３２５㌧ （2.1％Down）

（生産トラブル、実験生産の増加）

2009年度

（対前年10％削減）

325㌧→ 293㌧

省エネ推進

蒸気量：対前年

15％減
電力量：対前年

2.7％減

２００８年度

蒸気量：8.6％減 

電力量：0.95％増 

2009年度

蒸気量：対前年１％減

電力量：対前年１％減

毎週１日「ノー

マイカー デー」

毎週１日「ノー

残業 デー」

交代勤務者以外（従業員約半数の１５名程度）が参

加し、毎週１日実施（水曜日）

継続

緊急連絡、防災訓

練の実施

工場内巡視

排水異常を想定した、通報・排水ポンプ停止・

排水制限・排水溝遮断・排水回収・復旧の処置

訓練を実施

環境保全維持活動として、事業所内排水処理施

設、産業廃棄物置き場等の重点パトロール実施

随時防火、防災訓練等

と併用して実施

随時実施

クリーン兵庫運

動

赤穂市ゴミゼロ

の日  

工場と赤穂港間（県の管理地）の清掃美化活動

の実施（３５名参加）

継続


